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問題 B.4 (費用関数と生産関数) 費用関数が以下で与えられる生産関数を導出し、代表的な等量曲線を描け。

(i) C(w, y) = (aw1 + bw2)
√

y, a, b > 0
(ii) C(w, y) = wa

1w1−a
2 yb, 0 < a < 1, b > 0

問題 B.5 (線形アクティビティモデル) ak (k = 1, . . . ,K)はRL上の定数ベクトルとして、生産可能集合が

Y =

{
y = (y1, . . . , yL) ∈ RL : ∃(t1, . . . , tk) ∈ RK

+ s.t. y =
K∑

k=1

tkak

}

で与えら得れるとき、以下を示せ。ただし、ここでの投入・産出ベクトルは、その成分が生産財であれば正

値を、生産要素であれば負値をとるように記述されているとする。

(i) 生産可能集合Yは収穫一定である。

(ii) 価格ベクトル pの下での供給関数 (対応 )を求めよ。

問題 B.6 (ホモセティック生産関数) 生産関数 f(x)が通常の正則性条件1を満たすとして、f(x)がホモセ
ティックであるとき、対応する費用関数が以下のように分離可能であることを示せ。

C(w, y) = h(w)φ(y) ∀w > 0, ∀y > 0

ただし、φは g(x) ≡ φ[f(x)]が xの１次同次関数となるような正の単調変換である。

1正値、有限、２階連続微分可能、強い意味の増加関数、強い意味の準凹関数。
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